
未成年者の喫煙・現状

• 以下の厚生労働省のデータでお分かりのように、中学生・高校生を対象と
した最近の性別・学年別の喫煙率は急激に低下してきています。

• その理由としては、タバコ代の値上げ、学校での喫煙防止教育の推進、喫
煙しにくい環境への変化、成人男性の喫煙率の低下等、社会的な要因が
考えられます。

• 最終的には受動喫煙を「０」％にするだけではなく、未成年者の喫煙率が
「０」％になるように、私たち小児科医が中心となって活動を続けて行くこと
が大切になります。



性別・学年別喫煙経験率

（厚生労働省 最新たばこ情報より）











中高生がタバコを止めた理由

2010年10月1日、タバコ

が値上げされた前後で
の調査


